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オオシャジクモ細胞の原形質膜水抵抗性に対する膜透過性溶質の効果の解析 
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［要約］  

 シャジクモの一種オオシャジクモ節間細胞では、膜透過性一価アルコール（メタノール、

エタノール、１－プロパノール）は細胞膜の水抵抗性(Lpm
-1)を増加させる。著者らは、水

抵抗性の相対値(rLpm
-1)がアルコールの濃度(Cs)に比例することを見出した。この関係は次

式で示される。rLpm
-1 =ρm Cs + 1。 ρmは細胞膜の水抵抗性変化係数である。一方、Ye

ら（J Exp Bot 55:449-461, 2004）は膜透過性のグリコールエーテルもオオシャジクモの細

胞の水抵抗性 Lp-1 を増加させることを見出した。我々は彼らのデータを用いて Lpm
-1 と

rLpm
-1を推定した。この rLpm

-1はアルコールに対する式に合致する。膜透過性のアルコール

とグリコールエーテルのρmの値を分子量(MW)に対してプロットすると直線カーブが得ら

れる。その傾斜は 0.014M-1/MW で相関係数は 0.99 であった。われわれは膜透過性溶質の

rLpm
-1 を細胞外浸透圧（πo）と細胞内浸透圧（πi）の関数として解析を試みた。解析の結

果、ρm の値は膜透過性の溶質の分子量に対し直線的に相関し、その傾斜は 0.012M-1/MW

でその相関係数は 0.84 であった。膜透過性溶質のρm に対する効果と分子量との間の直線

関係は、水チャンネルに対する実効浸透圧の効果として説明される。解析の結果は、透過

性溶質の膜水透過性に及ぼす効果の決定因子は Yeら（2004）が提唱している透過性溶質分

子の大きさではなく浸透圧であることを示唆している。このようにシャジクモ細胞膜の水

チャンネルは膜透過性溶質に対して不透過性溶質に対すると同様の機構で反応するものと

結論される。 


